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地区青少年育成クエスト・レオ・ライオネス

委員長　海老原　万道

「ラインズクエスト(思春期のライフスキル教育)」の

要旨説明とご協力のお願い
　ライオンズクエスト事業は、ライオンズクラブが採択した青少年育成の重要事業であり、またＬＣＩＦの四大交付金事業でもあることから、ライオンズクラブ全会員が当プログラムを充分理解して、各学校へ導入推進活動を実施することが望まれています。

　ライオンズクエスト「思春期のライフスキル(生きる力)教育」プログラムとは、青少年(小学校高学年生・中学生)が「自尊心」を高め、「責任感」のある、そして「自分も他人も大切」にする健康的な人間に成長する為に必要な「生きる力」を養うプログラムです。

　また、ライオンズクエストの授業は、従来の教師の教え込み型の教育ではなく、生徒自身が問題点を考え、発言して自分自身が「生きる力」を身に付ける生徒参加型、実践型の学習プログラムとなっています。

　ライオンズクエストは、自律心、尊敬、尊重の念、個人的・社会的責任、正直さ、他への思いやり、信頼されうる生き方、健康的なライフスタイルということを重視していることから、ライオンズクエストプログラムの学習を通じて、自己観照力、社会への関心の育て方、自己管理力、コミュニケーション能力、意思決定能力、批判的思考力(目に入ることを単純に鵜呑みにしない)、問題解決能力、目標設定能力が養われていきます。

　これにより、生徒が社会性向、感情コントロールを学ぶことができ、家庭や学校では両親や教師や友人と良い関係が保たれ、またこうした良好な関係が学業成績を伸ばすことに繋がっていきます。更に学校行事への参加姿勢を積極的にさせ、出席率、卒業率の向上と不登校、退学、停学や落第を減少させていきます。

　良い人間関係の構築の一方で、善悪の判断力、問題解決能力、明確な意思表現力、我慢する力を身につけていき、アルコールやタバコ、現在社会的問題となっている青少年による薬物への誘惑をはねつける心・知識・術を生徒に与え、暴力行為からも生徒を遠ざけていくこととなります。
　またライオンズクエストには、自分の能力を活用して周りの人達に喜んでもらうにはどうしらた良いのだろう？という実践的な授業が組み込まれていることから、自然に奉仕活動の重要性、達成感、自分に対する自信を深めていくことができます。こうした経験が、学校、家庭、社会の中で自分の存在意義を確認し、生産的な人生を持つ基礎的な力が養われていくのです。
　ライオンズクエストは生徒だけではなく、両親や保護者も参加するプログラムとなっている為、ネグレクト(育児放棄)への問題にも寄与するものであります。

このクエストの導入推進により、ライオンズクラブが直接的に青少年育成に携わることができ、ライオンズクラブの目的である奉仕の意義を次世代へと伝え、学校、保護者、地域に積極的に関わることができるという、ライオンズクラブにとって極めて有効な事業といえます。
　２００２年、文部科学省は生徒に「生きる力」「問題を解決する能力」を教育する為に、小・中学校に「総合的な学習の時間」を導入しました。ライオンズクエストプログラムは、まさにこの「総合的な学習の時間」の目的に合ったライフスキルプログラムと認知され、同省の推薦教育プログラムとなっています。
先達、沖縄県教育庁においてクエストプログラムについての意見交換を行いましたが、プログラム内にある「ロールプレー」等は、すでに保健体育の教科書に入っており、効果がでているという評価を得ています。また、青少年薬物乱用防止がこのライオンズクエストプログラムとリンクしていることから、非常に関心を持たれています。
現在沖縄県内では浦添地区(２Ｚ)のライオンズクラブのご尽力により、浦添市立港川中学校ですでに当プログラムが導入されており、高い評価を受けています。また１０月８日、９日には同市立浦添中学校でワークショップが開催される運びとなりました。
鹿児島リジョンにおいても、奄美で７月３０日と８月５日にワークショップが開催され積極的な活動が展開されています。
ライオンズクエストプログラムの推進活動にあたっては、ＪＩＹＤ(特定非営利活動法人青少年育成支援フォーラム)との問題点がいくつか懸念されるところではありますが、各学校導入推進活動にあたっては、まずライオンズクラブ会員がこのライオンズクエストプログラムについての知識を深めていただきたく、この度要旨の説明とご協力のお願いを申し上げた次第であります。
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